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ご  挨  拶
病院長　上山　秀嗣

　令和 4 年度を迎え、皆様には当院に対して

温かいご支援とご協力をいただき厚く御礼申

し上げます。

　熊本県で新型コロナウイルス感染症の患者

が発生して早２年が経過しました。現在、オ

ミクロン変異株による第６波が高止まりして

いる状況で、収束の目途が立っていません。

感染力が非常に強いため、施設内クラスター

の発生や濃厚接触者の急増に伴うマンパワー

不足が起こり、その対応に苦慮されているこ

ととお察し申し上げます。そして、国外にお

いては 2 月 24 日にロシア軍がウクライナへ

侵攻を開始し、その影響は原油や天然ガスの

供給不足等に伴う物価高騰として日本にも及

んでいます。連日凄惨な爆撃の様子が報道さ

れていますが、1 日も早い停戦を祈るばかり

です。

　さて、合志市による「御代志土地区画整理

事業」の一環として令和 3 年 3 月から開始さ

れた熊本電気鉄道「再春医療センター前駅」

の移設工事は、本年 10 月に完成予定です。

現在、病院前は大規模な道路工事中で、今後

ご来院の際にう回路を通る必要が出て参りま

すので大変ご迷惑をおかけしますが、何卒ご

了承の程お願い申し上げます。

　2 年前に再スタートした循環器内科ですが、

14 年間使用した血管造影装置を令和 3 年度

末に更新しました。新しい装置はキヤノンメ

デ ィ カ ル シ ス テ ム ズ の Alphenix Sky で、

stent mode を有し、以前より低被ばくの心

臓カテーテル検査・治療が可能ですので、患

者さんのご紹介を何卒よろしくお願い申し上

げます。

　平成 27 年より統括診療部長を務めていま

した坂本　理 医師が令和 3 年度末に定年退

職し、後任には 中村　和芳 医長（呼吸器内

科）が昇任しました。中村医師は日本感染症

学会専門医と ICD の資格を有し、当院の新型

コロナウイルス感染症対策の責任者を務めて

いますので、病院幹部として重責を担っても

らいたいと期待しています。そして、平成

16 年 4 月より当院に勤務していました 島津 

智之 小児科医長は、令和 4 年 5 月をもって

当院を辞職し、同年 6 月に合志市に有床診療

所 「穂っぷこども在宅＆心身クリニック」 を

開設しました。島津医師は当院で長年にわた

り重症心身障害児・者の訪問診療を行って参

りましたが、今後は開業して医療的ケア児

（者）の訪問診療やレスパイト入院、不登校・

心身症・発達障害の外来診療を行うとのこと

で、当院小児科とも緊密に連携を図りたいと

思います。

　当院は熊本県地域医療支援病院、熊本県難

病診療分野別拠点病院、熊本県指定がん診療

連携拠点病院、熊本県地域医療連携拠点病院

として、責任ある地域医療への貢献に努めて

まいりますので、皆様には今後とも変わらぬ

ご支援とご指導を賜りますようお願い申し上

げます。
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　循環器内科は心臓、大動脈、末梢動脈、静脈、

肺動脈など血液の循環に関係する臓器の病気の診

断治療を行う科です。狭心症、心筋梗塞、弁膜症、

心筋症、心不全、不整脈などの心臓病の他、解離

性大動脈瘤や、下肢の動脈硬化症、静脈血栓症な

どの治療を行っています。

◆循環器内科の特徴

　「胸が苦しくなる」、「動悸がする」、「歩くと足

が痛くなる」などは心疾患や下肢末梢動脈疾患が

原因となることが多く、心不全による呼吸困難や、

心筋梗塞による発作は緊急治療を要することもあ

ります。一方で、高血圧や脂質異常症、糖尿病な

どの生活習慣病といわれる疾患のコントロールが

心疾患発症に大きく関わるため、これらの生活習

慣病のコントロールが重要になります。糖尿病の

コントロールが悪化する場合などは、インスリン

治療が必要になる場合もあり、内分泌代謝科など

専門医と連携しながら日頃の治療を行っていま

す。

◆カテーテル検査および治療

　狭心症などの診断には 64 列マルチスライス

CT を用いて安全に行っていますが、より正確な

診断や治療を行うために、当院では心臓カテーテ

ル検査・治療を行っています。

　狭心症や心筋梗塞の治療には再狭窄を予防する

薬剤溶出性ステントや薬剤溶出性バルーンを主に

使用しています。虚血性心疾患に対する心臓カ

テーテル治療は血管カテーテル治療撮影装置を用

いて行いますが、当院では令和 3 年度末に血管撮

影 装 置 を キ ヤ ノ ン メ デ ィ カ ル シ ス テ ム ズ 製

Alphenix に更新し、以前より明瞭な画像でより

安全かつ低被爆で治療を行うことができるように

なりました。冠動脈内の詳細な形態および機能評

価には血管内超音波や血流予備量比などを用いて

カテーテル治療を行っています。

◆チーム医療

　循環器疾患は、一人の患者さんの治療に複数の

医師、看護師、臨床工学士、検査技師、放射線技

師などが同時に関わる場面が多いことが特徴のひ

とつです。カテーテル検査や治療時は放射線技師

および臨床工学士、看護師でチームを形成してお

り、日頃の治療方針については毎週、多職種での

症例検討会を行っています。

◆他施設との連携

　当院の循環器内科は常勤医 2 名、週 2 回外来

診療にあたる非常勤 2 名体制で行っております。

当院に心臓血管外科はありませんが、より高度な

治療が必要な場合は、熊本大学病院　循環器内科

および心臓血管外科など他病院と緊密に連携を取

り、手術も含めて必要な治療ができる体制にあり

ます。

呼吸器内科医師
山田　美喜子

呼吸器内科医師
川上　さき

診療放射線技師長
大井　邦治

呼吸器内科医師
嶋村　美乃里

診療科紹介

キヤノンメディカルシステムズ製 Alphenix

循環 器 内科 循環器内科部長　　外牧　　潤

循環器内科副部長　西嶋　方展

文責 : 西嶋　方展
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大塚病院

至 熊本市

至 山鹿市

吉松スポーツ公園

病棟・部門
紹介

No.15 南 1 病棟師長

山田　理恵
南１病棟のご紹介

開放型病院登録医紹介開放型病院登録医紹介

大塚病院
院長／大塚  英二

診療内容／内科・循環器科・外科・胃腸科・整形外科・肛門科・
　　　　　リハビリテーション科・麻酔科
診療時間／ 9：00～12：00
　　　　　13：30～17：00

熊本県熊本市北区植木町豊田６０３
TEL 096-272-0159 FAX 096-272-0976

　大塚病院　大塚院長先生には、平成２３年８月より当院開放型病院登録医とし
て、多くの患者さんをご紹介いただいております。
　熊本市北区に開業され、内科・外科を中心に、地域の患者さんに寄り添った診療
を行っておられます。入院施設があり、一般病床３２床の体制で診療をされておられ
ます。

診　察　日
  9時00分～12時00分
13時30分～17時00分

月
○
○

火
○
○

水
○
○

木
○
○

金
○
○

日・祝
×
×

土
○
× 国道

53
号線

国
道
3
号
線

九州自動車

植木IC

　南１病棟には筋ジストロフィーをはじめ、ALS、パーキンソン病を持つ神経筋難病患者さんが長期入院されて

います。疾患の進行により身体を自由に動かすことができない方が多く、半数以上が人工呼吸器を使用していま

す。そのため、私たちは患者さんに対して呼吸器管理や疾患による治療・ケアだけではなく、患者さんの特徴に

合わせた日常生活サポートを大切にしています。呼吸状態はベッドサイドでの観察だけでなく、セントラルモニ

ターで、同時に 40 名の酸素飽和度と脈拍をナースステーションにて確認でき、いつでも患者さんの変化に対応

できる体制をとっています。

　入院患者さんの年齢は中学生から 90 歳代まで幅広く、中学生・高校生にあたる学童さんは併設の黒石原支援

学校に通っています。療養しながらも教育の機会が設けられ、現在も 4 名が中学部に通学し、学校から戻れば学

童さん同士でゲームをしたり漫画を読んだり、食事をしたりと病棟での生活を楽しむことができています。

　また、気管切開をしているため声を出すことができない患者さんが多いのも南１病棟の特徴です。そのため、

私たちは文字盤や読唇術、パソコンを駆使しながら、患者さんひとりひとりの思いを知ることを大切に、日々の

ケアにつなげています。設備においては、インターネットが使用できる環境にあり、全てのベッドサイドとパソ

コン室に電話回線を設置し、患者の余暇活動を充実させています。スタッフも医師、看護師、児童指導員、保育士、

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、栄養士など多

職種が協力しながら、医療ケアから日常生活援助に至

るまで、ひとりひとりが、その人らしく過ごせるよう

幅広く関わっています。

　療養生活には楽しいこともあれば、辛いこともある

かと思います。新型コロナウイルス感染症がなかなか

終息を見ないため、ご家族の面会も制限されています

が、ご家族が安心して看護をお任せ頂けるよう、これ

からも私たちは患者さんの思いを大切に、寄り添う看

護を行っていきたいと思います。
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至 熊本市

至 植木IC、山鹿市

ロッキー

熊本市立
植木病院 植木中央公園

道の駅
植木

桑原内科
小児科医院

TSUTAYA
植木店

病棟・部門
紹介

No.16 医療安全管理係長

宮本　美雪
医療安全管理室のご紹介

開放型病院登録医紹介開放型病院登録医紹介

桑原内科小児科医院
院長／桑原  哲郎

診療内容／内科、アレルギー科、呼吸器科、消化器科、循環器科、
　　　　　小児（呼吸器疾患）
診療時間／ 9：00～12：30
　　　　　14：00～18：00

熊本県熊本市北区植木町岩野４５７－５
TEL 096-273-3330 FAX 096-273-3588

　桑原内科小児科医院　桑原院長先生には、平成２３年８月より当院開放型病院
登録医として、多くの患者さんをご紹介いただいております。
　熊本市北区に開業され、内科、呼吸器科、小児を中心に地域の多くの患者さんの
診療をされておられます。また、胃カメラや各種健診、ワクチン接種などを行ってお
られます。

診　察　日
  9時00分～12時30分
14時00分～18時00分

月
○
○

火
○
○

水
○
○

木
○
×

金
○
○

日
×
×

土
○
×

※祝日は休診となります。 国
道
3
号
線

　医療安全は医療の質に関わる重要な課題です。安全な医療を提供するためには何が必要か考え、そのための方

策を実行し、医療安全を推進する組織体制を整えることが重要になります。

　当院の医療安全管理を担う院内組織として、医療安全管理室が設置されています。医療安全管理室長（副院長）

を中心に、医薬品安全管理責任者（薬剤部長）、医療放射線安全管理責任者（放射線技師長）、医療機器保守管理

責任者（副院長）、医療機器保守管理担当者（臨床工学技士）、感染管理専従者、医療安全管理係長、各部門の医

療安全推進担当者等で構成され、院内の安全管理体制を整備しています。その実務を担当する部門として「医療

安全管理室」があり、専従の医療安全管理係長、感染管理専従者の感染管理認定看護師、事務スタッフの 3 名が

配置されています。今回は実務を担当とする「医療安全管理室」をご紹介いたします。

　医療安全管理室は、管理棟（旧病棟）西側３ F に位置しており、明るく広い室内には、少人数がカンファレン

スできるスペースもあります。以前は病室として使用されていた部屋であり、ところどころその面影もあり、ご

存じの方は懐かしい感じがするのではないかと思います。この恵まれた環境の中、安全な医療・環境を提供する

ため、各部門と情報共有や連携を図りながら、医療事故防止、感染防止対策等に日々奮闘しています。現在はコ

ロナ感染症対応・合志市のコロナワクチン接種対応においても他部門と協力し取り組んでいます。また、他施設

や関連機関等と医療安全や感染対策相互チェック、連絡会議、カンファレンス等を実施し、外部との連携を図り

ながら医療安全や感染対策の整備に努めています。外部からの意見をいただくことで気づかされる点や参考にさ

せていただくことも多々あり、とても重要な機会ととらえております。

　医療は患者さんのために行うものであり、患者さん

に安全な医療サービスを提供することは医療の基本的

な要件の一つです。そして、主役である患者さんにも

医療に参加していただくことが重要であると考えます。

患者さん間違いを防止するために、外来診察室や検査

等の際はお名前をお教え下さい。治療や検査、入院生

活に関する疑問や不明な点はそのままにせず、医師や

看護師等へお伝えください。また、病院受付横に相談

窓口を設置しております。相談したいことやご意見等

について担当の者が対応いたします。ご遠慮なくお声

掛け下さい。
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摂食嚥下障害看護：河津 誠紀
せっしょくえんげしょうがいかんご かわづ せいき

外来の認定看護師紹介

かがくりょうほうかんご はますな えり

とうにょうびょうかんご ざいつ よしこ

何らかの理由で食べて飲み込む機能に問題があることを「摂食

嚥下障害」といいます。そのような患者さんに対して食べ方の

工夫やリハビリテーション、栄養の内容などを考えていきま

す。 日々の生活で「食べる・飲み込む」ことで困ったり、悩んだ

りすることがあれば一緒に考えていきましょう。

がん化学療法看護：濱砂 依里

がん治療の１つに「抗がん剤」治療があります。私は、 外来化学

療法室で「抗がん剤の効果は最大限に副作用は最小限に！」を

意識して、安全・確実・安楽に抗がん剤投与が行えるように活

動しています。抗がん剤に関する質問や副作用症状への対応な

どで困ったことがあればお気軽にご相談ください。

糖尿病看護：財津 淑子

糖尿病は食事・運動・薬の管理など、患者さん自身でのコント

ロールが重要となります。 患者さんがその人なりの療養目標を

共有し、 生活の中に取込むコツをみつけられるよう支援してい

ます。インスリンなどの手技だけでなく、療養への困難さがあ

るときなどもご相談ください。

お気軽にお声かけください。よろしくお願い致します。

摂食嚥下障害看護認定看護師：河津 誠紀（外来副看護師長）
がん化学療法看護認定看護師：濱砂 依里
　　　糖尿病看護認定看護師：財津 淑子

熟練した看護技術及び知識を用いて、 質の高い看護ケアを実践する看護師を認定看護師と

呼びます。 熊本再春医療センターの外来には 3 名の認定看護師が在籍しています。
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小児科医師
百崎　謙

整形外科医師
平井　奉博

整形外科医師
髙島　佑輔

整形外科医師
呉屋　亮太

小児科医師
川端　和夫
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呼吸器内科医師
山田　美喜子

呼吸器内科医師
川上　さき

診療放射線技師長
大井　邦治

呼吸器内科医師
嶋村　美乃里
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看護部長
寳木　富美子

理学療法士長
高野　雅弘

６階病棟　看護師長
田中　亮子

８階病棟　看護師長
山口　直美
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経営企画室長
嶽本　政志

南２病棟　看護師長
石井　美香子
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